
令和4年度（２０２３年度）

『地域とともにある学校づくりに関するアンケート』結果



令和４年度 地域とともにある学校づくりに関するアンケート結果について

１ 実施期間 令和４年１２月１５日～令和５年１月１１日

２ 方法 Google Forms への回答

３ 評価 ５段階
（５よくあてはまる ４ややあてはまる ３あてはまる ２あまりあてはまらない １全くあてはまらない ０わからない）

４ 対象者（回答数）
保護者（６２）、本校教職員（４５）、学校運営協議会委員（６）



５ 概要

ア 全体

２１項目中、１２項目で評価４及び５の回答が半数以上であった。

コロナ禍の背景が要因と思われるポイント下降の項目は昨年度同

様で、その他の項目で全体的に大きなポイントの変化はない。



イ 家庭（保護者）

例年評価ポイントが低い「いじめに対する未然防止や早期発見への取組」
について、評価５の回答が５０％と上昇した。また、「児童生徒の個性や能力
にあった教育活動を計画・実施・評価している」の項目では、
評価０・１・２の回答が無く、評価５の回答も半数以上で、一人一人の教育
的ニーズに応じた教育活動について多くの保護者から理解を得ていること
が分かる。一方、「居住地域の子どもたちや地域住民とのかかわり」の項目
では、評価４及び５の回答が３０％未満と低く、評価１及び２の合計が４０％
を超えている。「授業参観や学校行事への参加」については、昨年度並みで
あるが、「PTA 活動への関わり」については、評価１・２の回答が４０％程度
あり、PTA 活動への協力について二極化がうかがえる。「保護者間でのか
かわりや相談」についても評価ポイントが低く、コロナ禍で保護者同士が顔
を合わせる機会が激減していることに加え、高等部移転により、学部をこえ
た保護者間の交流の場が少ないことが背景として考えられる。



ウ 学校（教職員）

昨年度と比較し大きくポイントが上昇した項目はないが、１６項目において

評価４及び５の回答が半数以上であった。「地域人材活用授業」について

は、評価５の回答が昨年度より上昇しているものの、評価１及び２の回答の

方が上回っており、コロナの感染状況により計画通りに実施できないもどか

しさを多くの教職員が感じていることが分かる。



エ 共通

「学校教育目標及び学部目標を明確にして教育を行っている」については、
保護者、教職員、学校運営協議会委員ともに評価４及び５の回答が８０％以
上かつ評価０・１・２の回答が無く、本校のめざす教育について三者で確実
に共通理解が図られていることが分かる。「児童生徒の将来や進路に対して
適切な情報提供や相談を実施している」についても、評価５の回答が半５
０％以上かつ評価１・２の回答が無く、進路指導及び保護者への情報提供・
相談体制が充実しているといえる。また、昨年度同様に、教職員は高い人権
感覚をもち、児童生徒の教育的ニーズに応じた教育活動のために、専門性
の向上に努めており、保護者、学校運営協議会委員からの評価ポイントも高
い。コロナ禍により、「地域人材活用授業の実施」「本校児童生徒の地域貢
献」「地域行事への参加」の項目の評価ポイントは低いが、「保護者や地域
の人々が学校に関わると、学校教育の充実や地域の活性化が図られる」と
いう項目の評価ポイントは高く、コロナ禍以前のような地域とのつながりを期
待する声は強い。



６ 考察

感染対策や参加者の制限等を行い、with コロナの視点で可能な限り教

育活動を展開していくという方針の下、本年度も各学部で工夫しながら様々

な教育活動に取り組んできました。また、本年度は高等部移転という大きな

節目となる年でしたが、天草拓心高校の御理解・御協力により高等部生徒

も落ち着いて学校生活を送ることができています。次年度は創立５０周年を

迎えるため、地域の方々により一層本校の教育活動の魅力について伝えて

いくとともに、本校児童生徒と地域のつながりについて様々な視点から再考

し、地域とともにある学校づくりをめざしていきます。
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